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平成２５年度第３回 新発田市地域公共交通活性化協議会 議事録 

 

日時：平成２５年１１月７日（木）14:00～15:３0 

場所：新発田市役所 別館２階 会議室 

 

日程 担当 内容 

開 会 

（14:00） 

 

事務局 

（原補佐） 

 

 定刻となりましたので、ただ今から平成２５年度 第３回新発田市

地域公共交通活性化協議会を開会させていただきます。 

 まず、開会にあたって、会長であります下妻副市長よりごあいさ

つ申し上げます。よろしくお願いします。 

主催者 

あいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

（下妻副市長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 開会にあたり、一言ご挨拶申し上げます。 

 皆様におかれましては、日頃から新発田市政、とりわけ交通行政

につきまして、格別のご理解とご協力をいただいておりますこと

を、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。 

 また、ご多用の中、当協議会へご参集いただきまして誠にありが

とうございます。 

 さて、本日の協議会の議事は、地域の皆様が主体となって検討に

取り組み、新しい姿で運行を開始する川東地区公共交通の見直し案

と、事務局職員が現場に出て、実際の利用者の声を伺いながら検討

をしてまいりました、あやめバスの一部運行の見直し案となってお

ります。 

いずれの案も、平成２６年４月から運行を始めたいと考えており

ますので、さらに、より良い形でスタートが切れるよう、委員の皆

様方からの活発なご意見を賜りますようお願いいたします。 

 引き続き、新発田市としても、『「分かりやすく」「使いやすく」

「持続可能な」公共交通体系の構築』に向けまして、精一杯の取り

組みを進めてまいりますので、今後とも、皆様から更なるお力添え

をお願い申し上げ、簡単ではありますが、開会にあたりましてのご

挨拶とさせていただきます。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

自己紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（原補佐） 

 

 

 

 

 

 

 

 ありがとうございました。 

 本日ご出席いただいた方の中に、役職の交代によって新たに委員

となられた方をご紹介いたします。 

新発田ハイヤー協会会長大浦孝一様。本日は、代理で朝日交通支

配人であります山崎康裕様が出席しております。 

もうひと方は、本日は残念ながら欠席しておりますが、東日本旅

客鉄道(株)新潟支社 総務部企画室長石塚毅様であります。 

 なお、本日の出欠状況につきましては、事前配布させていただき

ました名簿をご覧ください。 
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会の運営 

 

 

事務局 

（原補佐） 

 

 それでは、続きまして会議に移らさせていただきますが、会議の

進行につきましては、協議会規約に基づきまして、会長が議長を務

めることになっておりますので、下妻副市長にお願いいたします。 

議 事 議長（会長）  それでは、規約の定めにより議長を務めさせていただきます。ま

ずは、本協議会の本日の会議でありますが、規約第９条第２項の規

定により、過半数以上の委員の皆様が出席いただいておりますの

で、会議が成立していることをご報告申し上げます。 

報 告 議長（会長）  それでは、次第３の報告に入らせていただきます。 

 「地域公共交通確保維持改善事業費補助金（地域公共交通バリア

解消促進等事業）の報告について」事務局から説明をお願いしま

す。 

事務局 

（溝口主任） 

《事務局説明》 

「地域公共交通確保維持改善事業費補助金（地域公共交通バリア解

消促進等事業）の報告について」説明 

議長（会長）  ただ今、説明のあった報告内容につきまして、ご意見・ご質問等

をお受けしたいと思います。委員の皆様から何かありませんでしょ

うか。 

 【質問・意見なし】 

 ご質問等、無いようでありますので、次第４の議事に入らせてい

ただきます。 

第１号議案 議長（会長）  はじめに、第１号議案「川東地区の公共交通の見直し（案）につ

いて」事務局から説明をお願いします。 

 事務局 

（中山主任） 

（荻野係長） 

（溝口主任） 

《事務局説明》 

「川東地区の公共交通の見直し（案）について」説明 

 議長（会長）  ただ今、説明のありまし検討経過、運行経路、運賃、時刻、導入

バスについてそれぞれ説明がありました。第１号議案の内容につき

まして、ご意見・ご質問等をお受けしたいと思います。委員の皆様

から何かありませんでしょうか。 

 

私からお聞きしたいが、①乗換について、当面は農業サポートセ

ンターを利用し、学校統合後には学校の敷地内で乗換をするようで

あるが、高齢者の方が病院や買い物に行く際に乗換になれないと思

うが、何かサポートを検討しているのか。 

②降雪もあるが、乗換場所に待合所の計画があるのか。 

③導入バスが低床バスで子供達や高齢者が乗りやすく非常にいいと

思うが、特に川東地区は雪が非常に多いが冬期間運行のネックにな

らないか。また、歩道でバスを待っているとそこに雪が溜まってし

まうが、何か考えはあるのか聞きたい。 
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事務局 

（荻野係長） 

 

質問が３点ありましたが、①高齢者のサポートですが、川東の課

題検討委員会及び公共交通検討部会において様々な検討をしている

中で、乗り方について練習する必要があるとの話がありました。菅

谷・加治地区の運行の際には、乗る練習まではできませんでした

が、乗り方を説明するような活動を部会で引き続き検討を重ねてい

きたいと思います。 

②乗換場所ですが、統合小学校の敷地の中に考えております。ま

た、教育委員会と連携をしまして、雨よけとなりますキャノピーを

設置できないか協議を進めています。バス路線上の待合所等につき

ましては、今年度から地域で設置するためにバス待合所等設置の補

助金を創設しました。事業費に対して、補助率２分の１で上限 25

万円となっています。来年度については、川東地区からもすでに要

望をいただいております。 

③川東地区は降雪が多いところでありまして、南俣から中央高校

へ行く便につきましては、小型低床バスを予定しております。４月

から 11 月までは小型低床バスで行けますが、冬場については、小

型低床バスの運行は難しいと思われます。冬場は、マイクロバス等

に入れ替えをして運行する予定でありまして、事業者と協議を引き

続き行っていきます。 

議長（会長） 高齢者の方々やはじめて乗る方もいますので、乗換えについてし

っかりサポートをしていただきたい。委員の皆様から質問やご意見

はありませんでしょうか。 

無いようでありますので、第１号議案につきましては、拍手をも

って承認したいと思います。 

           ≪拍手を受けて≫ 

ありがとうございます。拍手多数でございますので、第１号議案

については、原案のとおり承認することといたします。 

第２号議案 議長（会長）  続きまして、第２号議案、「あやめバスの一部運行見直し（案）に

ついて」事務局から説明をお願いします。 

事務局 

（渋谷主任） 

 《事務局説明》 

「あやめバスの一部運行見直し（案）について」説明 

議長（会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ただ今、説明のありました第２号議案の内容につきまして、ご意

見・ご質問等をお受けしたいと思います。委員の皆様から何かあり

ませんでしょうか。 

 

 私からのお願いですが、かなり大幅な見直しとなるようです。高

齢者の利用が多いことから事前の周知を含めてご理解いただけるよ

うに事務局で対応をお願いします。 

 ご質問等、無いようでありますので、拍手をもって承認したいと

思います。 

           ≪拍手を受けて≫ 
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議長（会長） ありがとうございます。拍手多数でございますので、第２号議案

については、原案のとおり承認することといたします。 

その他 議長（会長）  以上をもちまして、協議会における議事を終了いたします。 

 それでは、次第の５その他として、「地域協働推進事業について」

であります。この事業は、国の地域公共交通確保維持改善事業の中

に今年度新たに創設された事業であります。 

まずは、この事業の概要や取り組み事例などにつきまして、国土

交通省 北陸信越運輸局大津様からお話していただけると聞いてお

りますので、よろしくお願いします。 

北陸信越運輸局

大津専門官 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北陸信越運輸局の大津と申します。それでは、地域協働推進事業

について説明いたします。 

 地域協働推進事業とは、地域において関係機関が連携して公共交

通の利用促進を行うものであります。関係機関は、主に協議会、自

治体、利用者となり、関係機関のそれぞれの役割をもって連携して

公共交通の利用促進を行うことが基本的な考え方となります。 

 事業を行うためには、活性化法に基づく法定協議会で地域公共交

通総合連携計画に最低３年以上の利用促進を盛り込む必要がありま

す。 

 この点においては、新発田市は協議会も法定協議会であります

し、連携計画にも掲載がありますのでそのまま利用できます。 

 利用促進策の具体的な事例として、モビリティマネジメントの実

施、地域ワークショップの開催、公共交通マップの作成、乗換情報

の提供、企画切符の発行などがあります。 

 また、補助金制度があり、経費のうち最大２分の１の補助が受け

られ、３年間の計画が必要であり、そのうち最大２年間が補助対象

となります。 

この事業は、今年の６月から実施しております。全国では１５の

協議会で実施し、そのうち北陸信越管内では松本市の１例でありま

す。 

 事業の認定例は、コミュニケーションアンケートの実施やバスマ

ップ・時刻表の作成、バス利用の手引きの作成などが認定を受けて

補助金を受けたものとなっています。 

 また、補助金なしで協働事業の認定を受けるものもあり、車内観

光案内や乗継案内板の整備などであります。 

 なぜ、補助金なしでの認定を受けているかというと、地域協働推

進事業を行うことにより、確保維持事業の特例を受けることができ

るからです。どのような特例かというとフィーダー系統補助の新規

性要件が緩和されます。 

 緩和される要件としては、すでに地方公共団体が支援している系

統は現在補助対象となっていません。地域協働推進事業を実施し、

特例を受けることで地方公共団体が補助している既存の系統につい
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北陸信越運輸局

大津専門官 

ても補助対象系統となります。 

新発田市においては、川東のバスは市で補助を出しているので、

現在は国の補助をだすことはできませんが、推進事業を利用するこ

とで新たに補助できる可能性があります。 

特例を活用するためには、特例を受けようとする系統を含む利用

促進策の実施が必要となります。具体的には、あやめバスの利用促

進策をいくらやっても、川東地区の補助を受けることはできませ

ん。特例を受けようとする系統について、協働推進事業の実施とあ

わせて、バス交通のサービスレベルの向上を３年間に渡って見直す

必要があります。 

 サービスレベルの向上は、運行ダイヤ・経路・接続の改善、案内

板の設置、停留所の改善などが対象で、既存の更新や貼替えは対象

となりません。 

 先ほど、あやめバスの西新発田駅で電車時刻との接続性をよくし

たということでしたが、これば対象となりません。増便をしなくて

は対象となりません。 

 川東地区の話を聞いて、色々と応用できると思います。例えば、

乗換えする農業サポートセンターの待合所の整備については、利用

促進のサービスレベルの向上となります。あとは、乗り方教室をワ

ークショップにつなげることで対象となる可能性もあります。 

 松本市でもイベントを実施しましたが、どこまでが補助対象とな

るかが難しい問題でありました。新発田市でもモビリティマネジメ

ントを実施し、補助金を交付する際には本省との折衝の際にがんば

らさせていただきたいと思います。 

議長（会長） ありがとうございました。今後やっていくうえでヒントとなるお

話をいただきました。 

事務局からもこの事業について、資料を用意しているとのことで

すが引き続き説明をお願いします。 

事務局 

(溝口主任) 

《事務局説明》 

「地域協働推進事業について」説明 

議長（会長） 先ほど、大津様から国の補助制度と事例紹介があり、事務局から

は、この事業について来年度から運行予定の川東地区の公共交通の

見直しについて活用したいとの話がありました。皆様からご意見・

ご質問等をお受けしたいと思います。何かありませんでしょうか。 

 【質問・意見なし】 

ご質問等、無いようでありますので、事務局からそのほかに何か

ありますでしょうか。 

事務局 

（原補佐） 

 

 

 連絡事項として、次回協議会の開催を来年 2 月を予定しておりま

す。 

 また、本協議会は地域公共交通会議も兼ねておりますので、審議

を要する案件が出た際には、ご参集をお願いすることもあろうかと
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事務局 

（原補佐） 

思いますのでその際にはよろしくお願いします。 

 以上でございます。 

閉 会 

(15:30) 

議長（会長）  そのほか、この際委員の皆さまから何かご発言ありますでしょう

か。 

 【意見なし】 

無いようでしたら、本日の協議会は以上をもちまして閉会とさせ

ていただきます。議事進行にご協力をいただきまして、誠にありが

とうございました。 

 


